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1．事業活動の概要 

1-1. 事業社名及び代表者名 

アシザワ･ファインテック株式会社  

    代表取締役社長    加藤 厚宏 

 

1-2. 事業の規模 

 

 単位 2022 年度 

売上高 百万円 3,193 

従業員数 人 157（2023 年 3 月末） 

 

 

1-3. 所在地 

・本社工場   〒275-8572 千葉県習志野市茜浜 1-4-2 

・大阪支店   〒564-0082 大阪府吹田市片山町 4-15-13 

・微粒子技術研究所 〒323-0034 栃木県小山市犬塚 2-6-10 

 

 

1-4. 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

管理責任者 設計課・プラント課・人事総務課担当部長 伊藤 崇博 

事務局  人事総務課主査       三宅 教彦 

連絡先  人事総務課主査    三宅 教彦               

TEL：047-453-8115 FAX：047-453-8378 

 

1-5. 事業内容 

分散機・微粉砕機・混合機・混錬機・押出機の設計、開発、製造及び受託加工 

 

 

２．対象範囲 

 認証・登録番号：0000025 

 認証・登録年月日：2004 年 11 月 15 日 

 認証・登録事業者名：アシザワ・ファインテック株式会社 

 対象事業所名：本社工場、大阪支店、微粒子技術研究所 

 対象活動：分散機・微粉砕機・混合機・混錬機・押出機の設計、開発、製造及び受託加工 
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３．製品紹介 

＜乾式および湿式ビーズミルを利用したエコ粉砕＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ドライスター＞ 

100～150μm 程度の原料を１パスでシングルミクロンまで粉砕する連続式 乾式ビーズミル。 

エネルギーコストも他の粉砕機（ボールミルやジェットミル）と比較すると極小に抑え、 

粒度コントロールも容易なため、効率よくシャープな分布を得ることができます。 

 

＜スターミル LMZ＞ 

大流量循環運転専用のビーズミルで、特許の遠心分離スクリーンにより、ビーズがスクリーンに

引き起こす様々な問題を解決。小型機から大型機までスケールアップが可能です。 

 

＜エコ粉砕＞ 

 また、湿式ビーズミルとの組合せにより、湿式のみでの処理と比較して、省エネでの処理 

（エコ粉砕）とコンタミネーションを抑制した処理が可能です。 
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４．環境経営方針 

 

当社は、微粉砕・分散技術のプロ集団として、環境との共生・調和への取組みを最重要課題として

以下の環境保全活動を推進します。 

 

1. 微粉砕機・分散機の製造販売の全事業活動において、JISQ9001：2015 に合致する品質方針

に基づき業務を遂行し、省資源・省エネルギー・資源環境・エコライフなどに配慮した製品を提

供します。 

2. 環境保全に関する法規則を遵守することはもとより、可能な範囲で自主基準を制定し一層の環境

保全に取組みます。 

3. 環境汚染を未然に防止すると共に、保全活動を推進するため、環境経営システムを構築し、全て

の組織で運営し、継続的に改善向上を図ります。 

4. 事業活動の中で、特に以下の項目について重点的なテーマとして保全活動を推進し、環境目標を

設定し、必要あれば目標を見直すなどの効果的な取組みを行います。 

(1) ｢環境への負荷チェック｣の結果、事業活動の中で特に、二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、

総排水量について環境負荷低減の改善目標値を設けて目標管理します。 

(2) 化学物質使用量は適正に管理していることを定期的に確認します。 

(3) 廃棄物量削減のために適切な分別を推進し、再資源化に協力的な収集業者に処理を依頼し

ます。 

(4) 製品ならびにサービスの環境配慮については、省エネかつ廃棄物の少ない、環境に配慮し

た部品や工法の採用を推進します。 

(5) 緑化協定を遵守し、保守整備を計画的に実施し、地球温暖化抑制運動の推進に努めます。 

5. 周辺地域の環境を維持するために、環境行政機関・団体などの環境保全活動に協力すると共に周

辺の整備・清掃等の地域社会の行事に積極的に参加し社会貢献に努めます。 

6. 環境教育と社内広報活動を実施し、全社員に環境方針を周知徹底すると共に、取引先にも環境方

針を周知し社内外において環境保全活動の知識・認識の向上に努めます。 

 

—この環境方針は、社内外に公表しますー 

 

2004 年 1 月 5 日 制定 

2023 年 4 月 1 日 改訂         

アシザワ・ファインテック株式会社 

代表取締役社長 芦澤 直太郎 
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５．組織図 
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６．実施及び運用 

６-1. 環境目標と実績比較 

2023 年度以降の各指標の目標について、本社は売上目標に対して各指標の 2021 年度実績

を原単位比（環境指標効率）とし、原単位比は 2021 年度の数値に対して 2022 年度の原

単位比を 100％、2023 年度を 99％、2024 年度を 98％と 1％ずつ減らすように設定。、

2022 年度以降の売上目標に乗じて設定した。大阪支店の 2022 年度目標は 2021 年度実

績同等とし、2023 年度以降は一定の売り上げ増加を見込み、それを実績に上乗せした。微

粒子技術研究所は今期実績並みと見込んだ。 

 

 

 

 

 

調整後排出係数 

[kg-CO2/kWh] 

電力事業者 2021 年 

本社 東京電力 0.455 

大坂支店 関西電力 0.334 
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６-2. 2022 年度活動計画と実施内容 

環境負荷項目 
今期 

目標 
方策 実施内容 評価 

本 

 

社 

二酸化炭素 

排出量 

274.57 

［t-CO2］ 

CO2 排出量の監視と分析 
CO2 排出量実績の記録 

CO2 排出量データの分析 
〇 

排出量削減に関する取り組み 
環境に配慮したエコ設計 

不要箇所の消灯、節電活動 
〇 

廃棄物 

排出量 

79.06 

［t］ 

廃棄物排出量の監視と分析 
廃棄物量実勢の記録 

廃棄物量データの分析 
〇 

排出量削減に関する取り組み ゴミ分別方法の最適化 〇 

化学物質使用量の把握 使用量の監視と記録 〇 

水使用量 
2347.4 

［㎥］ 

水使用量の監視と分析 
水使用量実勢の記録 

水使用量データの分析 
〇 

使用量削減に関する取り組み 
節水策 

雨水利用率向上策 
〇 

大

阪

支

店 

二酸化炭素 

排出量 

12.88 

［t-CO2］ 

CO2 排出量の監視 

削減に関する取り組み 

CO2 排出量実績の記録 

データの分析 

削減啓発活動 

〇 

廃棄物 

排出量 

0.77 

［t］ 

廃棄物廃棄量の監視 

削減に関する取り組み 

廃棄物排出量実績の記録 

データの分析、削減啓発活動 
〇 

水使用量 
132.6 

［㎥］ 

水使用量の監視 

削減に関する取り組み 

水使用量実績の記録 

データの分析、削減啓発活動 
〇 

微

粒

子

技

術 

研

究

所 

二酸化炭素 

排出量 

4.60 

［t-CO2］ 

CO2 排出量の監視 

削減に関する取り組み 

CO2 排出量実績の記録 

データの分析 

削減啓発活動 

△ 

廃棄物 

排出量 

0.52 

［t］ 

廃棄物廃棄量の監視 

削減に関する取り組み 

廃棄物排出量実績の記録 

データの分析 

削減啓発活動 

△ 

水使用量 
42.0 

［㎥］ 

水使用量の監視 

削減に関する取り組み 

水使用量実績の記録 

データの分析、削減啓発活動 
△ 

- 

年 1 回 
環境法規及びその他の要求事項の

確認・周知（専門教育） 

環境法規及びその他の要求事項の順

守状況・改廃を確認する。 
〇 

年 1 回 新入社員向け環境教育 
ガイドライン、環境経営マニュアル 

活動内容説明、理解度チェック 
〇 

月 1 回 谷津干潟清掃活動             日程確認と参加の申し込み  〇 

年 1 回 
緊急事態への対応教育（酸・化学物
質流出防止）、火災発生時の対応 

環境上の緊急事態対応 〇 

〇：達成 △：未達成 ×：未実施 

※自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善については別途品質

目標に定めて取り組んでいる。 
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６-3. 環境関連法規等の遵守状況 

 

2022 年度 環境関連法規順守状況 
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６-4. 化学物質使用状況 

2022 年度に試作、受託加工等で使用された化学物質の使用状況は下記の通り。 

 

2022 年度 化学物質使用状況（リットル） 

 化学物質 消防法 合計 

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
対
象
物 

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ 2 石非水 0 

ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ 3 石水溶 0 

ｷｼﾚﾝ 2 石非水 374 

ｽﾁﾚﾝ 2 石非水 0 

ｴﾁﾙｾﾛｿﾙﾌﾞ 2 石水溶 0 

ﾄﾙｴﾝ 1 石非水 1,023 

DMAC 2 石水溶 8,062 

合 計 - 9,459 

主

要 

IPA(2-ﾌﾟﾛﾊﾟﾉｰﾙ)  14,800 

MEK(2-ﾌﾞﾀﾉﾝ)  8,577 

ｱｾﾄﾝ  3,066 

ｴﾀﾉｰﾙ  4,273 

ｿﾙﾐｯｸｽ  140 

そ
の
他 

ﾒﾀﾉｰﾙ アルコール 175 

NMP 3 石水溶 20,922 

MIBK 1 石非水 184 

ｼﾝﾅｰ 1 石非水 0 

その他（1 石水溶性） - 2,452 

その他（1 石非水溶性） - 13,374 

その他（アルコール系） - 16,224 

その他（2 石水溶性） - 5,482 

その他（2 石非水溶性） - 8,756 

その他（3 石水溶性） - 21,419 

その他（3 石非水溶性） - 15,602 

その他（4 石） - 11,376 

その他（動植物） - 2,656 

 
 合 計   149,477 
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７．取組状況の確認及び評価 

2022 年度は全体的に目標値に対して下回っている（クリアしている）。 

本社は 2022 年度の「CO2 排出量」「廃棄物排出量」「排水量」の環境経営目標について、す

べて目標値を達成した。また、売り上げに対するそれぞれの排出量とのバランスを見る指標 

である『原単位比』についても、すべての項目について設定値を下回った。原単位比は 2021 年

度実績をベースとしており、この設定値を下回ることは 2021 年度（昨年度）より環境指標の効

率が良いことを示すものである。 

なお、社会的にコロナ禍の影響下であることを示す『緊急事態宣言』が解除されたのが 2021 の

10 月１日であり、2022 年度には直接的な影響は少なくなっている。 

大阪支店は「CO2 排出量」「廃棄物排出量」「排水量」の環境経営目標について、すべて目標値

を達成した。 

微粒子技術研究所は 2022 年度の「CO2 排出量」「廃棄物排出量」「排水量」の各環境指標の

目標数値に対し、すべての項目で目標の数値を上回り、未達となっている。原因としては、コロ

ナ禍の退潮により在宅勤務率が下がった（2021 年度：43.7%→2022 年度：24.0％）こと、

メカノケミカルの共同研究のための実験が増えたこと、廃棄物においては年度末に微粒子技術研

究所の場所を移転したため、通常より多くの廃棄物が出たことが要因として考えられる。2023

年度には研究所を神鳥谷から犬塚に移転しており、今期の排出量の実績値が今期以降の排出量の

指標となる。 
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８．代表者による全体の評価と見直し 

＜代表者のコメント＞ 

2022 年度より経営合理化のための組織体制の変更を行い、環境活動の管理部門を EA21 委

員会から人事総務課へ移管した。担当組織としての人員数は減ったが、情報の集約を効率化す

ることで質を落とさないように環境負荷要因への対応を行っている。 

コロナ禍のもと、ここ数年は環境よりも感染対策を優先する状況であったが、５月よりコロナ

感染症の位置づけが５類となった。ここ数年のうちに入社した社員は本来の環境の取り組みを

知らない可能性もあり再度周知する必要がある。 

環境活動は EA21 として定量的に数字を求めるだけではなく、業務に落とし込むことに注力し

ている。事業に結び付いた環境活動が取り組めるようにする事により、当社の使命と目的を達

成できるものと考える。 
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９．2023 年度活動計画と実施内容 

環境負荷項目 今年度目標 方策 実施内容 

本
社 

二酸化炭素 
排出量 

285.01 
［t-CO2］ 

CO2 排出量の監視と分析 
CO2 排出量実績の記録 
CO2 排出量データの分析 

廃棄物 
排出量 

82.06 
［t］ 

廃棄物排出量の監視と分析 
廃棄物量実勢の記録 
廃棄物量データの分析 

化学物質使用量の把握 使用量の監視と記録 

水使用量 
2436.6 
［㎥］ 

水使用量の監視と分析 
水使用量実勢の記録 
水使用量データの分析 

使用量削減に関する取り組み 
節水策 
雨水利用率向上策 

大
阪
支
店 

二酸化炭素 
排出量 

13.40 
［t-CO2］ 

CO2 排出量の監視 
削減に関する取り組み 

CO2 排出量実績の記録 
データの分析 
削減啓発活動 

廃棄物 
排出量 

0.80 
［t］ 

廃棄物廃棄量の監視 
削減に関する取り組み 

廃棄物排出量実績の記録 
データの分析 
削減啓発活動 

水使用量 
137.6 
［㎥］ 

水使用量の監視 
削減に関する取り組み 

水使用量実績の記録 
データの分析 
削減啓発活動 

微
粒
子
技
術 
研
究
所 

二酸化炭素 
排出量 

4.64 
［t-CO2］ 

CO2 排出量の監視 
削減に関する取り組み 

CO2 排出量実績の記録 
データの分析 
削減啓発活動 

廃棄物 
排出量 

0.52 
［t］ 

廃棄物廃棄量の監視 
削減に関する取り組み 

廃棄物排出量実績の記録 
データの分析 
削減啓発活動 

水使用量 
42.0 
［㎥］ 

水使用量の監視 
削減に関する取り組み 

水使用量実績の記録 
データの分析 
削減啓発活動 

- 

年 1 回 
環境法規びその他の要求事項の確

認・周知（専門教育） 
環境法規及びその他の要求事項の
順守状況・改廃を確認する。 

年 1 回 新入社員向け環境教育 

ガイドライン 
環境経営マニュアル 
活動内容説明 
理解度チェック 

内部監査教育 
1 回 

EA21 委員向け環境教育 
ＥＭＳ、ガイドライン説明 
内部監査員教育 

月 1 回 谷津干潟清掃活動             日程確認と参加の申し込み  

年 1 回 
緊急事態への対応教育 

（酸・化学物質流出防止） 
火災発生時の対応 

環境上の緊急事態対応 
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１０．環境配慮の取り組みと社会貢献活動 

10-1. エコキャップの推進 

環境保全活動の一貫としてエコキャップ活動にも参加しています。提供したエコキャップはボールペン

やバイクのフェンダーなどのリサイクル製品の材料となる再生ブラスチック原料として換金され、医療

支援や障碍者支援、子供たちへの環境教育など、様々な社会貢献活動にあてられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10-2. 谷津干潟清掃  

月に 1 回谷津干潟の清掃ボランティアに参加。池の草刈りといった清掃活動を中心に実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10-3 ユースエール認定 

ユースエールとは、若者の採用活動や育成活動を積極的に実施し、雇用の状況が優

良であると認められる中小企業に対して厚生労働省が認定を行うものであり、弊社

は千葉県内で初のユースエール認定企業として表彰された。 

 

10-4. SDGs(Sustainable Development Goals)への取組み 

SDGs とは、国連にて採択された国際社会共通の目標で、2030 年までに解決すべ

き 17 の課題を表す。弊社においても、SDGs に積極的に関わっていくため、事業

との照らし合わせを行っていくと同時に、課題解決に向けて貢献していく。 


